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香港の遊園地・オーシャンパークで日本産食材のＰＲイベントに出席した長澤豊会長（中央）、農林中央金庫
の中島隆博常務（右）（2面）

京都市で開かれた米の機能性などに関する
国際シンポジウム「コメとグローバルヘルス」
（2面）

資本・業務提携で合意した全農米穀部の山
本貞郎部長㊧と㈱結わえるの荻野芳隆代
表取締役（８面）

玄
米
パ
ッ
ク
ご
飯
を
製
造
・
販
売
す
る

「
㈱
結
わ
え
る
」と
資
本
・
業
務
提
携
で
合
意

米の機能性シンポジウムで
生産の現状を報告（米穀部・営業開発部）

県域越えた水稲一発肥料の
統一銘柄推進スタート
（滋賀県本部・京都府本部）

ブルガリアで日本産農畜産物アピール
（輸出対策部･全国農協食品㈱）

アメリカ・カナダで平成30年度
全農総代海外事業研修を実施（総合企画部）

卓球 グランドファイナル 石川佳純選手が
躍動（広報部）

畜産事業の研究最前線③
飼料畜産中央研究所 養豚研究室（畜産生産部）

ＪＡズームイン（ＪＡ京都にのくに）
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県本部だより（岡山県本部）

ラジオ番組「TODAY’S AGRI NEWS」
放送200回（広報部）

広報誌Apron 「食」と「農」のエッセイ
新連載スタート（広報部）

ＪＡタウンショップ紹介
　JA全農福島

「お米応援大使 夢川ゆい」
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News!

米の機能性シンポジウムで生産の現状を報告
全農の取り組みと米の機能性をアピール 米穀部・営業開発部

　
全
農
は
11
月
29
、30
日
に
京
都
市
で
開
か
れ
た
、米
、米
糠ぬ

か
、米
油

な
ど
の
最
新
の
研
究
に
関
す
る
第
3
回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
コ
メ
と

グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
」（
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
：
米
と
米
糠
の
科
学
と
フ
ァ

イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
ズ
）で
、米
生
産
の
現
状
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
会
場
の
国
立
京
都
国
際
会
館

に
は
30
カ
国
か
ら
約
4
0
0
人

が
来
場
し
、
米
の
健
康
機
能
性

や
生
産
維
持
に
つ
い
て
の
議
論

が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
全
農
か
ら
は
、米
穀
部
が「
日

本
に
お
け
る
米
生
産
の
現
状
」を

説
明
し
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
に

基
づ
く
生
産
振
興
と
販
売
強
化

策
と
し
て
多
収
品
種
な
ど
に
よ

る
契
約
栽
培
の
取
り
組
み
を
報

告
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
全
農
の
神
出
元
一
理

事
長
か
ら「
コ
メ
は
日
本
に
お

い
て
1
億
人
以
上
の
食
と
健
康

を
支
え
て
い
る
。
全
農
の
最
大

の
使
命
は
、
コ
メ
の
消
費
の
変

化
に
対
応
し
て
、
新
た
な
価
値

や
機
能
性
を
持
た
せ
た
商
品
の

開
発
・
販
売
や
需
要
が
増
加
し

て
い
る
業
務
用
米
の
生
産
振
興

に
よ
る
米
の
消
費
拡
大
で
あ
り
、

ま
た
、
生
産
者
の
経
営
と
水
田

を
守
り
、
米
を
安
定
的
に
提
供

す
る
こ
と
で
あ
る
。
米
の
素
晴

ら
し
さ
が
よ
り
広
く
理
解
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
す
る
」と
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
寄
稿
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
全
農
は
、
米
の
生

産
に
お
け
る
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の

役
割
や
取
り
組
み
を
広
く
発
信

す
る
と
と
も
に
、
米
の
栄
養
や

機
能
性
に
つ
い
て
の
理
解
を
広

め
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

米
穀
部
が「
日
本
に
お
け
る
米
生
産
の
現

状
」を
報
告

News!

香港の遊園地で日本産食材をＰＲ
日本総領事館の「日本秋祭in香港」の一環で初めて実施 全農インターナショナル香港㈱ ·広報部

　
全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
香
港
株
式
会
社
は
11
月
17
日
～
12
月

3
日
、農
林
中
央
金
庫
と
と
も
に
香
港
の
遊
園
地「
オ
ー
シ
ャ
ン
パ
ー

ク
」で
日
本
産
食
材
の
Ｐ
Ｒ
と
テ
ス
ト
販
売
を
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、在
香
港
日
本
総
領
事

館
が
主
導
す
る「
日
本
秋
祭
i
n

香
港
」の
一
環
で
、初
め
て
実
施
し

ま
し
た
。

　
期
間
中
は
、パ
ー
ク
内
レ
ス
ト

ラ
ン
で
日
本
産
和
牛
の
黒
酢
煮
込

み
や
、日
本
産
の
梨
を
使
用
し
た

デ
ザ
ー
ト
な
ど
を
提
供
、売
店
で

は
焼
き
芋
や
黒
豚
お
に
ぎ
り
な

ど
を
テ
ス
ト
販
売
し
ま
し
た
。

　
12
月
2
日
に
は
全
農
の
長
澤

豊
会
長
が
現
地
を
訪
れ
、オ
ー

シ
ャ
ン
パ
ー
ク
の
幹
部
と
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、日
本
産
食
材

の
継
続
的
な
使
用
を
要
請
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｆ
Ｍ「
あ

ぐ
り
ず
む
」の
収
録
が
行
わ
れ
、

全
農
グ
ル
ー
プ
の
焼
き
肉
店
舗

「
純
」の
紹
介
な
ど
と
と
も
に
、12

月
11
、12
、13
、15
日
に
放
送
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
テ
ス
ト
販
売
の
結
果
を

踏
ま
え
、今
後
の
販
売
企
画
を
検

討
し
、国
産
農
畜
産
物
の
輸
出
拡

大
を
図
り
ま
す
。

オーシャンパークのレストランで提供された、日本産食材を
使ったメニュー

T
O
K
Y
O 

F
M「
あ
ぐ
り
ず
む
」の

収
録
を
行
う
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
川
瀬

良
子
さ
ん（
奥
右
）
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統一銘柄への意思統一を図るため開いたキックオ
フ大会

山川滋賀県副本部長（前列左から3人目）と
山田京都府副本部長（同4人目）、キックオフ
大会の参加者

News!

県域越えた水稲一発肥料の統一銘柄推進スタート
滋賀･京都の広域集約銘柄「これいいね」で施肥コスト抑制へ 滋賀県本部・京都府本部

　
滋
賀
県
本
部
と
京
都
府
本
部
は
、肥
料
銘
柄
集
約
の
一
環
で
、水
稲

無
機
一
発
肥
料
と
し
て
は
全
国
で
も
先
進
的
な
取
り
組
み
と
な
る
、平

成
31
年
産
米
向
け
の
統
一
銘
柄
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
統
一
銘
柄
と
し
て
取
り
扱
う

「
こ
れ
い
い
ね
」は
、
主
に「
コ

シ
ヒ
カ
リ
」な
ど
の
主
食
用
で

使
用
さ
れ
る
高
窒
素
タ
イ
プ
の

水
稲
無
機
一
発
肥
料
で
、
両
府

県
本
部
に
よ
る
平
成
30
年
産
米

で
の
共
同
試
験
や
検
討
会
等
の

協
議
を
重
ね
た
結
果
、
選
定
さ

れ
、
12
月
よ
り
推
進
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
統
一
銘
柄
へ
の
意
思
統
一
を

図
る
た
め
京
都
市
内
で
開
い
た

キ
ッ
ク
オ
フ
大
会
で
は
、
統
一

銘
柄
へ
集
約
す
る
目
的
や
経
過

を
報
告
し
た
ほ
か
、
現
在
の
推

進
状
況
と
目
標
数
量
の
共
有
、

さ
ら
に
、
滋
賀
県
本
部
の
山
川

浩
史
副
本
部
長
と
京
都
府
本
部

の
山
田
保
副
本
部
長
は
価
格
引

き
下
げ
に
対
す
る
意
気
込
み
を

力
強
く
語
り
、
参
加
者
と
意
見

交
換
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
31
年
産
米
の
取

扱
目
標
数
量
を
約
１
５
０
０

㌧
に
設
定
し
、
こ
の
目
標
数
量

を
基
に
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を

創
出
、
農
家
組
合
員
へ
の
施
肥

コ
ス
ト
抑
制
に
取
り
組
み
ま

す
。

News!

ブルガリア日本文化月間で日本産農畜産物アピール
料理学校の日本料理講座、大使公邸でのレセプションに食材提供 輸出対策部·全国農協食品㈱

　
輸
出
対
策
部
と
全
国
農
協
食
品
株
式
会
社
は
、在
ブ
ル
ガ
リ
ア
日

本
国
大
使
館
が
実
施
し
、
今
回
で
29
回
目
と
な
る「
ブ
ル
ガ
リ
ア
日

本
文
化
月
間
」に
和
牛
、米
、冷
凍
寿ず

し司
を
提
供
し
、日
本
産
農
畜
産

物
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
11
月
28
日
に
は
、現
地
料
理
学

校「H
R

 C
ulinary A

 
c

 
a

 d e 
m

y

」で
日
本
料
理
講
座
が
開
か

れ
、生
徒
の
寿
司
調
理
用
に
日
本

産
米
を
提
供
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、11
月
30
日
に
は
、在
ブ

ル
ガ
リ
ア
日
本
国
大
使
公
邸
で
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
、日
本
産

和
牛
と
、全
国
農
協
食
品
㈱
現
地

子
会
社
で
あ
る
全
国
農
協
食
品

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
株
式
会
社
が
ブ
ル
ガ

リ
ア
の
プ
ロ
ヴ
デ
ィ
フ
市
で
日
本

産
米
を
使
用
し
て
製
造
し
て
い
る

冷
凍
寿
司
を
提
供
し
、ブ
ル
ガ
リ

ア
政
府
関
係
者
を
含
む
約
70
人

の
来
賓
か
ら
大
変
好
評
を
得
ま

し
た
。

　
ブ
ル
ガ
リ
ア
で
は
和
食
へ
の
関

心
が
高
ま
っ
て
お
り
、今
回
、本

物
の
日
本
産
食
材
を
将
来
有
望

な
料
理
学
校
の
生
徒
や
ブ
ル
ガ

リ
ア
の
要
人
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
こ

と
で
、日
本
産
農
畜
産
物
の
同
国

へ
の
輸
出
拡
大
に
つ
な
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

全
国
農
協
食
品
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
㈱
が
製
造

す
る
冷
凍
寿
司

在
ブ
ル
ガ
リ
ア
日
本
国
大
使
公
邸
で
の

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
日
本
産
食
材
を
楽
し

む
来
賓
ら
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News!

平成30年度全農総代海外事業研修を実施
アメリカ·カナダで飼料穀物集出荷·肥料原料流通の最前線や食肉加工施設など視察 総合企画部

　
39
回
目
と
な
る
平
成
30
年
度
全
農
総
代
海
外
事
業
研
修
を
10
月
12

～
21
日
、ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
で
実
施
し
、全
国
各
地
の
総
代
Ｊ
Ａ
か

ら
6
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
初
め
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
全

農
ア
メ
リ
カ
㈱
事
務
所
で
ア
メ

リ
カ
の
農
業
情
勢
な
ど
の
説
明

を
受
け
、
全
農
グ
レ
イ
ン
㈱
で

は
、
世
界
最
大
級
の
穀
物
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
視
察
し
、穀
物
農
家

訪
問
で
は
、
現
場
の
生
の
声
を

聞
き
ま
し
た
。全
農
ア
メ
リ
カ
㈱

と
現
地
卸
売
会
社
の
合
弁
で
設

立
し
た
食
肉
加
工
販
売
会
社
の

Ｐ
＆
Ｚ 

Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｓ

社
で
は
、
国
産
牛
肉
の
食
肉
加

工
場
を
視
察
し
ま
し
た
。
カ

ナ
ダ
で
は
、
塩
化
加
里
鉱
山

（
ニ
ュ
ー
ト
リ
エ
ン
社
・
ラ
ニ
ガ

ン
鉱
山
）と
カ
ン
ポ
テ
ッ
ク
ス

本
社
を
訪
問
し
、
鉱
山
で
は
約

1
㌔
の
深
さ
の
坑
道
ま
で
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
で
降
り
、
採
掘
現
場

ま
で
ジ
ー
プ
で
約
10
㌔
移
動
し

ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
総
代
の
皆
さ
ま

か
ら
は「
日
本
の
農
業
を
海
外

か
ら
支
え
て
い
る
全
農
グ
ル
ー

プ
の
存
在
に
感
動
し
た
」「
全
農

が
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
と
対た
い
じ峙
し

な
が
ら
安
全
・
安
心
な
農
産
物

の
確
保
に
努
力
し
て
い
る
姿
に

誇
ら
し
さ
を
感
じ
た
」な
ど
の
コ

メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
全
農
の
海
外
事
業
の
重
要
性

と
現
地
で
働
く
職
員
の
活
躍
を

評
価
い
た
だ
け
、
大
変
有
意
義

な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

全農グレイン㈱の世界最大級穀物エレ
ベーターで船積みを視察

約1㌔の深さにあるニュートリエン社
のラニガン鉱山坑道に立つ参加総
代ら

News!

卓球 グランドファイナル 石川佳純選手が躍動
女子シングルスでベスト８ 広報部

　
全
農
所
属
・
卓
球
女
子
日
本
代
表
の
石
川
佳
純
選
手
が
12
月
13
～

16
日
、韓
国
で
開
催
さ
れ
た「
2
0
1
8
I
T
T
F
ワ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー

グ
ラ
ン
ド
フ
ァ
イ
ナ
ル
」に
出
場
。女
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
ベ
ス
ト
8
の

成
績
を
残
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
1
年
間
の

ワ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー
で
好
成
績
を

残
し
た
選
手
だ
け
が
出
場
で
き

る
世
界
で
最
も
レ
ベ
ル
の
高
い

大
会
の
一
つ
で
す
。
今
シ
ー
ズ

ン
、
石
川
選
手
は
ワ
ー
ル
ド
ツ

ア
ー
で
日
本
選
手
で
は
最
多
タ

イ
の
2
勝
を
挙
げ
、
世
界
ラ
ン

キ
ン
グ
も
日
本
人
選
手
ト
ッ
プ

の
3
位
を
キ
ー
プ
し
て
い
ま
す

（
2
0
1
8
年
12
月
現
在
）。

　
混
合
ダ
ブ
ル
ス
で
は
初
戦
敗

退
と
な
っ
た
も
の
の
、
女
子
シ

ン
グ
ル
ス
で
は
日
本
女
子
選

手
で
唯
一
ベ
ス
ト
8
に
進
出
。

準
々
決
勝
で
は
中
国
の
実
力

者
・
何
卓
佳
選
手
と
最
終
ゲ
ー

ム
ま
で
も
つ
れ
こ
む
死
闘
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

　

今
年
、
全
農
は
石
川
選
手

に「
直
営
焼
き
肉
レ
ス
ト
ラ
ン

ぴ
ゅ
あ
」の
フ
リ
ー
パ
ス
ポ
ー

ト
を
贈
呈
し
た
他
、
海
外
遠
征

の
際
に
も
食
材
を
提
供
し
、
支

援
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
全
農
は「
ニ
ッ

ポ
ン
人
の
活
躍
を『
ニ
ッ
ポ
ン

の
食
』で
支
え
る
。」を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
海
外
で
活
躍
す
る
ア

ス
リ
ー
ト
を「
食
」で
支
え
て

い
き
ま
す
。

得点を決めガッツポーズの石川選手

熱い激闘で今シーズンを締めくくりました

フ
ウ
ジョ
ー
ジ
ア

（写真提供：ニッタクニュース）
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養
豚
農
家
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
昔
と
比
べ
れ
ば
大
き
く
変
化

し
ま
し
た
。
例
え
ば
国
に
よ
る
窒

素
の
排
出
規
制
強
化
な
ど
、
環
境

問
題
へ
の
配
慮
が
よ
り
厳
し
く
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

人
手
不
足
が
続
く
中
で
、
い
か
に

省
力
化
を
図
っ
て
い
く
か
も
課
題
で

す
。
ま
た
育
種
改
良
で
母
豚
の
生

産
能
力
や
肉
豚
の
発
育
能
力
が
向

上
す
る
中
で
、
そ
の
能
力
を
よ
り

効
果
的
に
引
き
出
す
た
め
の
飼
料

の
開
発
や
、
飼
養
方
法
の
確
立
も

大
切
な
テ
ー
マ
で
す
。

　
中
で
も
長
年
研
究
室
が
力
を
注

い
で
き
た
の
が
、
子
豚
向
け
の
代
用

乳
・
人
工
乳
の
開
発
で
す
。

　
母
豚
の
生
産
能
力
の
向
上
に

よ
っ
て
、
一
度
の
出
産
で
生
ま
れ
る

子
豚
数
が
増
え
ま
し
た
。
そ
こ
で

研
究
室
で
は
、
こ
れ
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
代
用
乳
の
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
長
年
に
わ
た
り

力
を
注
い
で
き
た
の
が
哺
乳
期
子

豚
用
の
人
工
乳
の
開
発
で
す
。
食

べ
盛
り
の
子
豚
が
必
要
と
す
る
栄

養
レ
ベ
ル
を
詳
し
く
検
証
し
、
そ
の

成
長
段
階
に
最
も
適
し
た
レ
シ
ピ

（
配
合
割
合
）を
研
究
。
人
工
乳
の

た
め
に
、
主
に
飼
料
米
な
ど
の
穀

類
を
独
自
加
工
す
る
事
で
栄
養
価

値
を
高
め
た
専
用
原
料
も
開
発
し

ま
し
た
。

　
哺
乳
期
は
、
豚
の
肥
育
の
中
で

も
一
番
大
切
な
時
期
で
す
。
コ
ス
ト

を
抑
え
つ
つ
も
、
良
質
な
餌
を
与

え
た
い
と
い
う
生
産
者
の
ニ
ー
ズ
は

高
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
人
工
乳
の

研
究
に
は
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　
一
方
、
国
に
よ
る
窒
素
の
排
出

規
制
強
化
へ
の
対
応
と
し
て
は
、

窒
素
や
糞
尿
の
排
出
量
を
減
ら
す

「ｅ
フ
ィ
ー
ド
」の
研
究
開
発
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　
窒
素
は
タ
ン
パ
ク
質
を
構
成
す
る

要
素
で
、
消
化
吸
収
で
き
な
か
っ
た

も
の
が
ふ
ん
尿
と
し
て
排
せ
つ
さ
れ

ま
す
。
そ
こ
で「ｅ
フ
ィ
ー
ド
」で
は
、

配
合
飼
料
を
加
熱
処
理
す
る
と
と

も
に
、
消
化
を
促
す
酵
素
が
加
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
豚
の
成
長
を

阻
害
し
な
い
範
囲
で
、
過
剰
に
タ
ン

パ
ク
質
を
摂
取
し
な
い
よ
う
に
低
タ

ン
パ
ク
飼
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の「ｅ
フ
ィ
ー
ド
」が
養
豚
研
究

室
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
、
提
案
さ
れ

た
の
は
2
0
0
0
年
。
現
在
は
、

さ
ら
な
る
低
タ
ン
パ
ク
化
な
ど
に

よ
っ
て
、
窒
素
の
排
出
量
を
減
ら

す
た
め
の
研
究
を
継
続
し
て
い
ま

す
。

　
豚
肉
に
関
す
る
研
究
で
は
、
各

種
飼
料
原
料
や
設
計
内
容
が
肉
質

に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
肉
色
、

柔
ら
か
さ
や
ド
リ
ッ
プ
量
な
ど
に
着

目
し
て
検
証
し
て
い
ま
す
。
中
で
も

柔
ら
か
さ
に
つ
い
て
は
、
食
味
に
与

え
る
影
響
が
大
き
い
事
か
ら
特
に

注
目
し
て
い
ま
す
。

　
養
豚
研
究
室
で
は
、
生
産
者
の

方
が
今
直
面
し
て
い
る
課
題
に
応

え
て
い
く
事
を
一
番
大
切
に
し
な

が
ら
、
日
々
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

畜
産
事
業
の
研
究
最
前
線
3

　畜
産
事
業
の
研
究
所
を
紹
介
す
る
当
シ
リ
ー
ズ
第
3
回
は
、
飼
料

畜
産
中
央
研
究
所
養
豚
研
究
室
で
す
。
養
豚
研
究
室
で
は
、
飼
料

の
開
発
や
飼
養
方
法
の
研
究
な
ど
を
通
し
て
、
養
豚
農
家
の
経
営
に

貢
献
す
る
事
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

子
豚
の
成
長
段
階
に
合
わ
せ
た

最
適
な
人
工
乳
の
研
究
開
発
へ

低
タ
ン
パ
ク
設
計
に
よ
り

窒
素
排
出
量
少
な
い
飼
料
開
発

【
畜
産
生
産
部
】

養豚研究室で飼養する子豚

養豚研究室の研究員

豚肉の色は色差計で測定するとともに

カラーチャートにより肉眼でも評価する

次
回
は
、
飼
料
畜
産
中
央
研
究
所 

笠
間
乳
肉
牛
研
究
室
を
紹
介
す
る
予

定
で
す
。（
来
年
2
月
頃
掲
載
予
定
）

飼
料
畜
産
中
央
研
究
所 

養
豚
研
究
室

養
豚
農
家
の
課
題
に

応
え
ら
れ
る
研
究
目
指
す
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成
30
年
か
ら
は
特
産
Ｔ
Ａ
Ｃ
が

中
心
と
な
っ
て「
野
菜
の
学
校
」

を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
体
制
の
下
、
営
農
指

導
を
基
軸
に
置
い
た
出
向
く
体

制
に
よ
る
活
発
な
訪
問
活
動
を

行
う
こ
と
で
、
組
合
員
の
営
農

指
導
へ
の
満
足
度
が
よ
り
一
層

向
上
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

と
と
も
に
、
生
産
者
と
一
体
と

な
っ
た
産
地
育
成
を
目
指
し
て

さ
ら
な
る
結
束
力
強
化
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

JA京都にのくに（京都府）

概要 平成３０年３月３１日現在

正組合員数　　　　　　1万2684人
准組合員数　　　　　　　　9139人
職員数　　　 　　　　　　　 348人
販売品取扱高 　　　　 21億9千万円
購買品取扱高  　　　　24億2千万円
貯金残高 　　　　   1500億4千万円
長期共済保有高 　   5900億1千万円
主な農畜産物         米、万願寺甘とう、
　　　　　茶、小豆、紫ずきん（黒大豆）

「
担
い
手
Ｔ
Ａ
Ｃ
」に「
特
産
Ｔ
Ａ
Ｃ
」

出
向
く
営
農
指
導
体
制
強
化
、確
立

滋賀県

大阪府

兵庫県

福井県

京都府

に
生
産
者
部
会
の
事
務
局
と
し

て
も
活
動
し
て
い
ま
す
。Ｔ
Ａ
Ｃ

リ
ス
ト
に
は
、
大
規
模
経
営
で

な
く
て
も
産
地
に
は
欠
か
せ
な

ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
京
都
に
の
く
に
は
平
成

19
年
3
月
、
全
国
に
先
駆
け
て

Ｔ
Ａ
Ｃ
を
立
ち
上
げ
、
大
型
農

家
や
新
規
就
農
者
な
ど
に
出
向

き
、
営
農
指
導
を
中
心
に
生
産

資
材
の
提
案
や
経
営
相
談
な
ど

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
取

り
組
み
へ
の
評
価
は
高
く
、
さ

ら
に
拡
大
で
き
な
い
か
と
検
討

し
た
結
果
、
平
成
30
年
度
か
ら

従
来
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
を「
担
い
手
Ｔ

Ａ
Ｃ
」と
位
置
付
け
、新
た
に
各

地
区
の
特
産
物
や
生
産
者
部
会

対
応
に
重
点
を
お
く「
特
産
Ｔ

Ａ
Ｃ
」を
設
置
し
ま
し
た
。

　
特
産
Ｔ
Ａ
Ｃ
は
管
内
の
各
市

に
3
～
4
人
の
合
計
10
人
を
配

置
し
、
特
産
物
の
育
成
を
中
心

　
J
A
京
都
に
の
く
に
は
京
都

府
北
部
に
位
置
し
、
米
、
茶
、
京

野
菜
、
小
豆
な
ど
の
生
産
を
し

て
い
ま
す
。「
京
都
」「
丹
波
」ブ

ラ
ン
ド
を
活
か
し
た
京
野
菜
な

ど
付
加
価
値
の
高
い
産
品
の
生

産
拡
大
に
力
を
注
ぎ
、
平
成
29

年
6
月
に
は
特
産
物「
万
願
寺

甘
と
う
」が
、近
畿
地
区
の
野
菜

と
し
て
は
初
め
て
地
理
的
表
示

（
Ｇ
Ｉ
）保
護
制
度
に
登
録
さ
れ

い
農
家
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
。
Ｔ

Ａ
Ｃ
一
人
当
た
り
約
50
人
を
対

象
に
、日
々
の
訪
問
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
特
産
Ｔ
Ａ
Ｃ
は

部
会
運
営
全
体
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
体
制
づ
く
り
を
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
リ
ス
ト
外
の
特
産
物

を
栽
培
し
て
い
る
農
家
の
対
応

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
新
規
就
農
者
や
定
年
帰
農
者

の
た
め
に
農
業
の
入
門
講
座
と

し
て
開
い
て
い
る「
野
菜
の
学

校
」は
Ｔ
Ａ
Ｃ
設
立
時
か
ら
現
在

も
継
続
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
は
1
会
場
で
担
い
手
Ｔ
Ａ
Ｃ

が
中
心
と
な
っ
て
開
い
て
い
ま

し
た
が
、
受
講
希
望
者
が
多
く

な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
現
在

は
各
市（
3
会
場
）で
開
催
。
平

全
国
に
先
駆
け
平
成
19
年

Ｔ
Ａ
Ｃ
を
立
ち
上
げ

新
規
就
農
者
や
定
年
帰
農
者
向
け

「
野
菜
の
学
校
」を
継
続
開
催

「万願寺甘とう」とＧＩマーク

【 営農指導体制のイメージ 】

地域農業振興係（店舗常駐・窓口相談）

①担い手ＴＡＣ

②特産ＴＡＣ（地域担当兼務）

③地域担当

広域営農経済センター
（訪問指導）

（店舗来店）

❶法人・担い手

❸地域の多様な担い手農家

❷特産物栽培農家・中核農家

（地域巡回）

（個別巡回）

（個別巡回）

担い手ＴＡＣ㊧が農家を訪問・指導
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こ
と
に
し
ま
し
た

　

こ
れ
ら
に
対
応
し
な
が
ら
、

組
合
員
が
閲
覧
し
中
古
農
機
を

購
入
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
課

題
抽
出
と
対
応
策
の
協
議
を
進

め
て
ス
テ
ッ
プ
2
に
移
行
し
、

一
般
公
開
す
る
予
定
で
す
。

　
場
所
を
選
ば
ず
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
パ
ソ
コ
ン
利

用
時
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
対

応
で
き
る
2
通
り
の
画
面
構
成

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア

プ
リ
の
長
所
を
採
用
し
、
絵
を

タ
ッ
チ（
ク
リ
ッ
ク
）す
れ
ば
結

果
が
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
中
古
農
機
登
録
画
面

で
も
一
般
的
な
ド
ロ
ッ
プ
ダ
ウ

ン
リ
ス
ト
は
避
け
、
ボ
タ
ン
を

押
せ
ば
変
化
す
る
よ
う
に
す
る

な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
に
慣
れ
て
い

な
い
方
で
も
簡
単
に
操
作
で
き
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
使
い
や

す
い
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。

　

将
来
の
一
般
公
開
に
向
け
、

11
月
に
フ
ァ
イ
ル
添
付
機
能
を

追
加
し
、
中
古
農
機
の
写
真
だ

け
で
は
な
く
、
カ
タ
ロ
グ
や
主

要
諸
元
、
作
業
機
で
は
う
ね
形

状
の
掲
載
な
ど
、
Ｊ
Ａ
な
ら
で

は
の
情
報
提
供
に
活
用
す
る
予

定
で
す
。

　

今
後
、
Ｊ
Ａ
専
用
Ｈ
Ｐ
の
説

明
を
継
続
し
、
利
用
促
進
を
進

め
て
い
き
ま
す
。ま
た
、課
題
の

抽
出
・
協
議
を
重
ね
一
般
公
開

に
向
け
準
備
を
進
め
ま
す
。

県
本
部

だ
よ
り

岡山県本部

流
通
促
進
を
図
り
、一
般
公
開
も
進
め
る

手
な
担
当
者
が
多
い
②
現
物
確

認
で
き
な
い
中
古
農
機
は
取
り

扱
い
し
な
い
・

し
た
く
な
い
③

Ｊ
Ａ
管
内
で
の

販
売
を
優
先
す

る
考
え
が
根
強

い
…
…
で
し
た
。

　

ス
テ
ッ
プ
1

と
し
て
Ｊ
Ａ
農

機
担
当
職
員
専

用
の
Ｈ
Ｐ
を
作

成
し
①
操
作
に

慣
れ
る
②
写
真

と
整
理
し
た
重

要
事
項
の
登
録
、

現
物
確
認
の

ル
ー
ル
化
③
出

品
条
件
を
現
状

渡
し
と
し
て
出

品
し
や
す
く
し

Ｈ
Ｐ
利
用
の
意

識
を
醸
成
す
る
、

　
Ｊ
Ａ
か
ら
の
意
見
で
重
視
し

た
こ
と
は
、
①
パ
ソ
コ
ン
が
苦

　

岡
山
県
本
部
は
、
生
産
資
材

コ
ス
ト
低
減
の
取
り
組
み
の
一

環
と
し
て
中
古
農
業
機
械
の
流

通
促
進
、
具
体
的
に
は
毎
年
同

業
他
社
と
協
力
し
て
実
施
す
る

中
古
農
業
機
械
モ
デ
ル
フ
ェ
ア

を
は
じ
め
、
中
古
農
機
査
定
士

33
人
の
養
成
な
ど
、
良
質
な
中

古
農
機
の
提
供
や
対
応
力
向
上

に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
中
古
農
機
の
取

り
扱
い
強
化
を
目
的
に「
中
古

農
機
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」（
Ｈ
Ｐ
）

を
作
成
し
、
こ
れ
を
活
用
し
て

県
下
Ｊ
Ａ
に
眠
っ
て
い
る
中
古

農
機
情
報
の
一
元
管
理
を
進
め
、

良
質
な
中
古
農
機
の
不
足
や
再

販
で
き
な
い
中
古
農
機
に
よ
る

Ｊ
Ａ
倉
庫
占
有
な
ど
の
諸
課
題

の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

要
望
や
課
題
整
理
し
、
Ｈ
Ｐ
の

大
枠
と
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

場
所
、人
を
選
ば
な
い

シ
ン
プ
ル
な
操
作
性
へ

●構成図
ステップ2以降は
両環境を共存さ
せ、JAが使い分
ける

●ロードマップ

県下組合員に
向けて情報発信
○ユーザーが関心を持つデザイン
○課題対策のルール実践
○JA間連携、修理サポートの構築
○要望調査と機能強化

県下JAが保有する
中古農機を共有
○データ入出力環境構築
○スマートフォン対応
○各種管理用、エクセル抽出

中古農機流通促進と
農機事業拡大
○同業他社との連携
○動画や画像による情報発信
○中古農機以外のHP活用
○要望調査と機能強化の継続

H
P
利
用
に
慣
れ
る

一
般
公
開
準
備

ステップ3ステップ1 ステップ2

入力画面
JA農機

センターが入力

クローズド
ページ

一般ユーザー
遮断

オープンページ
県下組合員
向けと表示

ス
テ
ッ
プ
1

ス
テ
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休刊のお知らせ
12月31日号は休刊いたします。
次号は１月１日号です。

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局）
毎週土曜日9：30～9：50（放送曜日・時間はFM局で異なります）
生産者の熱い思いをお届け！

広報誌Apron

ラジオ番組「TODAY’S AGRI NEWS」放送200回

　全農が発行する、消費者と生産者を結ぶ広報誌Apron
（エプロン）は、2019年1月号から、日本ペンクラブ会員の作
家による「食」と「農」のエッセイの新連載をスタートします。
　さまざまなジャンルの作家によるリレーエッセイで、日本の農

業や農畜産物の魅力を発信します。1月号は下重暁子氏が執
筆予定です。ぜひご覧ください。 【広報部】
※Apronは全国のAコープ店舗などで配布しています。
※Web版でもご覧いただけます。

　全農が提供するラジオ番組「TODAY’S AGRI NEWS」 （TOKYO FM
/JFN系列38局、毎週（月）～（金）6：30～ 6：35）が12月24日に
放送200回を迎えました。これまでに取り上げた日本農業新聞の記事は

400本以上。また、全国のJA組合長（役員）が50人出演し、JAの自
己改革について語っていただきました。早朝の放送にも関わらず、放送1
回あたり全国で約250万人が聴取しています。お聴き逃しなく！  【広報部】

 「食」と「農」のエッセイ新連載スタート Web版は
こちらから

※本誌を通じていただいた注文などで取得した個人情報は、商品等の発送にのみ使用します。

ＪＡ全農のインターネット
ショッピングモール

なお、ご紹介した商品は、1/10（木）まで、ＦＡＸでもご注文を承ります（ご自宅宛代金引換のみ）。
※天候などによりご希望に沿えない場合があります。

【ご注文方法】①商品名、規格、数量②郵便番号③住所④氏名⑤電話番号⑥FAX番号をご記入の
うえ、ＦＡＸ番号０３－５２１８－２５１７までご送信ください。
商品代金の他、お届け先により送料がかかります。

ＪＡ全農福島

　福島の冬の名産品「あんぽ柿」。乾燥柿の一種ですが、一般の干し柿
よりも水分量を多く残した状態に仕上げるため、表面はしっとり、中は
トロッとしたゼリー状の果肉が楽しめます。上品で濃厚な甘さと、軟ら
かな口当たりが特長です。
　通常、皮をむいた柿を乾燥させると果肉が黒変しますが、硫黄薫蒸
することで、あめ色に輝く美しい色に仕上がります。この手法はあんぽ
柿の産地・福島県伊達市が発祥です。
おいしさが凝縮された「あんぽ柿」をぜひお召し上がりください。

JAタウンは
こちらから

福島のあんぽ柿（特秀～秀3～5玉トレー×4 ）
……3460円

玄米パックご飯を製造･販売する
「㈱結わえる」と
資本･業務提携で合意
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役　㈱結わえる（本社：東京都千代田区）

は2009年設立で、2017年度には新工
場を取得し売上高を大幅に拡大してい
ます。
　全農は、これまでも特別栽培米を中
心に、同社に原料玄米を供給するとと
もに寝かせ玄米の取り扱いなど協力関
係の構築を進めてきましたが、自己改

革で掲げる実需者直接販売の拡大に
加え、お米の新たな食べ方提案を通じ
た米消費拡大にもつながることから、今
般、同社と提携することにしました。
　今後、同社との関係を一層強化する
ことにより、米と米加工品販売力
を強化し「農業者の所得拡大」に
つなげることを目指します。

「寝かせ玄米」のパックご飯

　全農は、もちもちした食感が特徴の玄米パッ
クご飯（寝かせ玄米）を製造・販売する「株式
会社結わえる」と業務提携契約を締結するとと
もに、同社株式の一部を取得しました。【米穀部】

結わえる本店（東京都台東区）・直営店舗（東京都3店・仙台市2店）
オンラインストア
https://www.nekase-genmai.com/
このほか、アマゾンなどでも購入可能です。

「寝かせ玄米」が買えるお店
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香港の遊園地・オーシャンパークで日本産食材のＰＲイベントに出席した長澤豊会長（中央）、農林中央金庫
の中島隆博常務（右）（2面）

京都市で開かれた米の機能性などに関する
国際シンポジウム「コメとグローバルヘルス」
（2面）

資本・業務提携で合意した全農米穀部の山
本貞郎部長㊧と㈱結わえるの荻野芳隆代
表取締役（８面）
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米の機能性シンポジウムで
生産の現状を報告（米穀部・営業開発部）

県域越えた水稲一発肥料の
統一銘柄推進スタート
（滋賀県本部・京都府本部）

ブルガリアで日本産農畜産物アピール
（輸出対策部･全国農協食品㈱）

アメリカ・カナダで平成30年度
全農総代海外事業研修を実施（総合企画部）

卓球 グランドファイナル 石川佳純選手が
躍動（広報部）

畜産事業の研究最前線③
飼料畜産中央研究所 養豚研究室（畜産生産部）

ＪＡズームイン（ＪＡ京都にのくに）

8面

県本部だより（岡山県本部）

ラジオ番組「TODAY’S AGRI NEWS」
放送200回（広報部）

広報誌Apron 「食」と「農」のエッセイ
新連載スタート（広報部）

ＪＡタウンショップ紹介
　JA全農福島

「お米応援大使 夢川ゆい」
  お米・おむすびをPR

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

3

4

5

2

日本総領事館の「日本秋祭in香港」の一環で初めて実施
香港の遊園地で日本産食材をＰＲ2
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